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お
寺
は
別
世
界
で
、
お
坊
さ
ん
は
す
ご
く
偉
く
て
、

雲
の
上
の
存
在
で
む
し
ろ
人
間
で
は
な
い
恐
れ
多
い
存

在
で
し
た
。 

 

は
じ
め
て
別
院
に
行
っ
た
の
は
御
坊
市
で
し
た
。 

そ
の
時
に
聞
い
た
別
院
七
不
思
議
や
、
お
念
珠
作
り

を
通
し
て
、
お
寺
っ
て
面
白
い
！
と
思
い
ま
し
た
。 

特
に
お
念
珠
作
り
で
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
チ
ラ
シ
を

貰
い
そ
の
内
容
（
お
念
珠
と
は
）
に
驚
愕
し
友
人
と
盛

り
上
が
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
後
、
キ
ャ
ン
プ
に
誘
わ
れ
た
時
も
、
お
坊
さ
ん

で
も
な
い
自
分
が
本
当
に
参
加
し
て
い
い
の
か
を
す
ご

く
悩
み
ま
し
た
が
、
お
坊
さ
ん
じ
ゃ
な
い
か
ら
こ
そ
来

て
ほ
し
い
と
い
わ
れ
た
時
に
、
自
分
で
も
で
き
る
こ
と

が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。 

 

こ
ど
も
達
と
一
緒
に
あ
か
ほ
ん
く
ん
を
も
っ
て
お
勤

め
を
し
た
り
、
法
話
を
聴
い
た
り
す
る
こ
と
は
私
に
と

っ
て
も
の
す
ご
く
勉
強
に
な
り
、
か
け
が
え
の
な
い
体

験
で
し
た
。 

そ
の
中
で
、「
本
当
を
信
じ
て
生
き
て
ほ
し
い
」
と
い

う
お
話
が
あ
り 

い
ろ
い
ろ
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
事
で
感
じ
た
自
分

の
気
持
ち
は
紛
れ
も
な
く
「
本
当
」
で
、「
本
当
」
を
も

っ
て
い
る
事
は
ち
っ
ぽ
け
だ
け
ど
自
信
に
な
り
、
大
げ

さ
だ
け
ど
生
き
る
こ
と
が
楽
し
く
な
っ
た
と
感
じ
ま
し

た
。 

 

夏
の
集
い
も
こ
ど
も
奉
仕
団
へ
の
参
加
も
、
こ
れ
か

ら
こ
ど
も
達
と
一
緒
に
学
び
成
長
し
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。 

 

沢
山
の
人
と
出
会
い
、
様
々
な
体
験
を
通
し
て 

自
分
は
自
分
で
い
い
ん
だ
。 

で
き
な
い
こ
と
は
で
き
な
い 

だ
け
ど
、
で
き
る
努
力
は
し
て
い
き
た
い
。 

と
、
思
わ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

私
に
と
っ
て
別
院
と
は
、
こ
こ
に
い
て
い
い
ん
だ
と

気
づ
か
さ
れ
、
考
え
る
機
会
を
与
え
て
く
れ
る
場
所
で

す
。 そ

し
て
、
沢
山
の
事
を
し
っ
て
い
て
、
受
け
止
め
、

聞
い
て
く
れ
る
お
坊
さ
ん
は
、
や
は
り
私
に
と
っ
て
は

雲
の
上
の
存
在
だ
と
思
い
ま
し
た
が
、
そ
の
気
持
ち
は

最
初
の
時
の
恐
れ
多
い
と
は
違
う
親
し
み
を
感
じ
る
も

の
で
す
。 

 

渡 

邉 
 

舞 

氏
（
第
二
十
三
組
光
圓
寺
） 

 

▲
渡
邉
舞
氏
は
三
条
教
区
青
少
年
三
部
門
ほ
か
、
近
年
女
性
ス
タ
ッ

フ
不
足
の
別
院
子
ど
も
奉
仕
団
（
後
半
記
事
）
で
も
活
躍
さ
れ
て
い

ま
す
。
小
学
生
の
女
の
子
も
多
数
参
加
す
る
一
泊
二
日
の
日
程
で
は
、

男
性
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
こ
と
も
多
い
た
め
、
引
き
続
き
女
性
ス

タ
ッ
フ
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
左
は
光
圓
寺
の
渡
邉
量
氏
（
教
区
児

童
教
化
研
修
会
部
門
幹
事
）
と
ダ
イ
ソ
ン
・
レ
イ
コ
ッ
プ
奉
仕
団
で

昼
食
の
「
今
泉
の
そ
ば
」
を
食
べ
る
様
子
。 

                

○
次
回
の
「
三
条
別
院
に
想
う
」
は
、 

 

そ
ば
処 

今
泉
（
三
条
市
居
島
）
よ
り 

ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

▲
念
仏
小
路
が
昨
年
十
一
月
に
開
通
し
ま
し
た
が
、
一
番
利
用
し
て

い
る
の
が
、
今
泉
の
そ
ば
の
出
前
で
は
な
い
か
？ 

と
い
う
情
報
を

得
て
、
執
筆
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
快
く
引
き
受
け
て
い
た
だ
き
ま

し
た
！ 

次
回
乞
う
ご
期
待
！ 

 

三
条
別
院
の
ご
案
内 

三
条
別
院
に
想
う 

 



   「
地
域
に
開
か
れ
た
別
院
」
を
願
い
と
し
、
本
年
も
下

記
の
通
り
、公
開
講
座
を
開
催
い
た
し
ま
す
。今
年
は
、

社
会
評
論
家
で
『
親
鸞
で
考
え
る
相
模
原
殺
傷
事
件
』

の
著
作
も
あ
る
、
芹
沢
俊
介
先
生
が
講
師
で
す
！ 

 ◆
日
時 

五
月
二
十
六
日
（
日
） 

三
条
別
院
本
堂 
午
後
二
時
～ 

 

◆
講
師 

芹
沢 

俊
介 

氏
（
社
会
評
論
家
） 

◆
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

一
九
四
二
年
、
東
京
に
生
ま
れ
る
。
六
五
年
、
上
智
大
学
経
済
学
部

卒
業
。
文
学
論
、
家
族
論
、
状
況
論
な
ど
幅
広
い
分
野
で
評
論
活
動

を
続
け
る
。
著
書
に
『
引
き
こ
も
る
と
い
う
情
熱
』（
雲
母
書
房
）

な
ど
多
数
。
ま
た
親
鸞
仏
教
セ
ン
タ
ー
の
「
現
代
と
親
鸞
の
研
究
会
」

で
の
講
演
や
、
最
近
は
『
親
鸞
で
考
え
る
相
模
原
殺
傷
事
件
』（
東

京
教
区
東
京
一
組
強
化
委
員
会
編
）
等
の
著
作
が
あ
る
。 

             

    

三
条
別
院
で
は
お
釈
迦
様
の
誕
生
日
（
四
月
八
日 

花

ま
つ
り
）、
親
鸞
聖
人
の
誕
生
日
（
四
月
一
日
）
に
あ
わ

せ
て
、
子
ど
も
奉
仕
団
・
お
誕
生
法
要
を
毎
年
開
催
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
初
め
て
会
う
友
達
と
共
に
、

お
寺
に
触
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
「
い
の
ち
の
大
切

さ
・
本
当
の
私
」
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
、
楽
し

い
奉
仕
団
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
本
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
も
「
あ
つ
ま
れ
！ 

同
朋
ジ
ュ
ニ
ア
」
で
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。 

◇
開
催
日 

 

四
月
二
日
（
火
）
～
三
日
（
水
） 

◇
対 

象 
 

現
在
小
学
一
年
生
～
六
年
生
の
方 

（
小
学
新
二
年
生
～
中
学
新
一
年
生
） 

◇
会 

 

場 

三
条
別
院 

◇
締 

 

切 

三
月
八
日
（
金
）
必
着
。 

◇
定    

員  

四
十
名 

◇
そ 
の 
他 

①
日
程
中
に
福
島
県
か
ら
保
養
の
子
ど
も
た
ち
も
参
加

し
ま
す
。
な
か
よ
く
交
流
し
ま
し
ょ
う
！ 

②
三
条
教
区
青
少
年
三
部
門
を
中
心
に
、
ス
タ
ッ
フ
も

募
集
中
で
す
！ 

        

 

  

宗
祖
親
鸞
聖
人
の
御
命
日
で
あ
り
ま
す
毎
月
二
十
八

日
に
、「
御
命
日
の
集
い
」
を
本
堂
に
て
、
日
中
法
要
と

法
話
、
そ
の
後
、
座
談
会
の
場
を
開
い
て
お
り
ま
す
。 

ど
な
た
で
も
お
参
り
い
た
だ
け
ま
す
。
皆
様
の
ご
参

詣
を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
今
月
は
「
年
頭
会
」
と
兼
ね
る
た
め
、
座
談

会
を
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
下

さ
い
。
な
お
、
前
日
（
二
十
七
日
）
は
お
逮
夜
法
要
を
、

午
後
一
時
三
十
分
よ
り
お
勤
め
し
て
お
り
ま
す
。 

◆
日 

時 

二
月
二
十
八
日
（
木
）
午
前
十
時
よ
り 

◆
会 

場 

三
条
別
院 

本
堂 

◆
お
勤
め
（
御
命
日 

日
中
法
要
） 

正
信
偈 

草
四
句
目
下
（
同
朋
唱
和
） 

 

念
仏
讃 

淘
三 

 
 
 
 

和 

讃 

回
口 

次
第
六
首 

 
 
 
 

回 

向 

願
以
此
功
徳 

◎
今
月
の
法
話
講
師 

森
田
成
美
（
三
条
別
院
輪
番
） 

 

◆
今
後
の
講
師
一
覧 

～
『
歎
異
抄
』
に
聞
く
～ 

三
月 

大
久
保 

州
氏
（
佐
渡
組
廣
永
寺
）
【
第
十
七
章
】 

※
四
月
か
ら
は
定
例
布
教
の
講
師
に
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。 

 

▲
法
話
の
記
録 

【
廣
河
が
「『
歎
異
抄
』
に
聞
く
」
を
聞
く
】
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
更
新
し
て
お
り
ま
す
。 

http://sanjobetsuin.or.jp/ 

 宗

祖

御

命

日

の

つ

ど

い 
公

開

講

座

の

講

師

が

決

定

し

ま

し

た

！ 

別
院
子
ど
も
奉
仕
団
～
あ
つ
ま
れ
！ 

同
朋
ジ
ュ
ニ
ア
！
～ 

まってるよ～ 



   

毎
月
十
三
日
の
前
門
首
の
ご
命
日
（
両
度
の
命
日
）
に

行
っ
て
い
る
定
例
法
話
会
を
左
記
の
通
り
開
催
い
た
し

ま
す
。 

◆
日 

時 

毎
月
十
三
日 

 

※
八
月
、
一
月
は
除
く 

午
後
一
時
三
十
分
よ
り
（
一
時
間
程
度
） 

◆
場 

所 

三
条
別
院 

旧
御
堂 

◆
講 

師 

大
溪
太
郎
氏
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
正
覚
寺
） 

◆
講 

題 

三
条
東
別
院
の
歴
史
に
つ
い
て
（
全
三
回
） 

◆
内 

容 

二
月
十
三
日
（
水
）、
三
月
十
三
日
（
水
）

四
月
十
三
日
（
土
）
の
三
回
に
わ
た
っ
て
、
東
別
院
の
成

立
に
つ
い
て
、
戊
辰
戦
争
に
つ
い
て
、
米
北
教
校
に
つ
い

て
、
東
本
願
寺
法
主
（
門
首
）
の
下
向
等
を
中
心
に
お
話

し
い
た
だ
き
ま
す
。 

     

    ◆
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
正
覚
寺
（
三
条
市
）。
早
稲
田
大
学
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

文
明
史
研
究
所
招
聘
研
究
員
。二
〇
一
四
年
に
新
潟
親
鸞
学
会
特
別
展

「
親
鸞
と
な
む
の
大
地
展
」の
展
示
史
料
調
査
委
員
会
事
務
局
長
を
務

め
ら
れ
た
。
現
在
、
新
潟
親
鸞
学
会
「
新
潟
新
聞
を
読
む
会
」
で
井
上

慶
隆
氏
が
明
治
十
年
か
ら
明
治
末
ま
で
の
『
新
潟
新
聞
』
か
ら
採
録
し

た
真
宗
記
事
を
読
ん
で
い
る
。三
条
東
別
院
も
記
事
に
多
く
登
場
す
る

と
い
う
。 

  

○
別
院
声
明
教
室
（
全
五
回
・
途
中
参
加
可
能
） 

〔
月
一
回
、
午
後
六
時
～
八
時
〕 

二
月
六
日
（
水
）、
三
月
六
日
（
水
）、
四
月
三
日
（
水
）、
五
月
一

日
（
水
）、
六
月
五
日
（
水
） 

講
習
内
容 

真
宗
大
谷
派
勤
行
集(

赤
本) 

講 

師 

真
島 

修
智
氏
（
第
十
六
組
光
得
寺
） 

参
加
費 

五
〇
〇
円
／
回 

○
別
院
書
道
教
室 

〔
月
二
回
第
二
、
第
四
水
曜
日
、
午
後
六
時
三
十
分
～
八
時
〕 

講
師 

木
原
光
威
氏
（
新
潟
県
書
道
協
会
理
事
） 

 

月
謝 

二
七
〇
〇
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
） 

  
○
別
院
奉
仕
研
修 

日
程
及
び
内
容
に
つ
い
て
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

◎
冥
加
金 
日
帰
り
一
五
〇
〇
円
、
一
泊
二
日 

二
五
〇
〇
円 

◎
食
事
代
（
昼
・
夕
食
は
業
者
発
注
） 

 

・
朝 

食 

代 
 
 

五
〇
〇
円
、
昼 

食 

代 

一
〇
〇
〇
円
程
度 

 

・
夕 

食 

代 
 
 

一
三
〇
〇
円
程
度 

○
庭
講
［
毎
月
十
三
日
］ 

ご
一
緒
に
別
院
の
お
庭
を
整
備
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
？ 

○
花
講
・
三
条
別
院
有
志
の
会 

 

花
講
は
別
院
の
立
花
を
、
有
志
の
会
は
別
院
行
事
に
併
せ
た
奉
仕

活
動
や
季
節
ご
と
の
懇
親
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

○
三
条
別
院
巡
回 

 

三
条
別
院
か
ら
御
本
尊
（
絵
像
）
を
お
迎
え
し
て
、
聞
法
会
を
開
催

し
ま
せ
ん
か
？
輪
番
と
随
行
一
名
で
お
勤
め
と
法
話
を
行
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆
◆
編
集
後
記
◆
◆ 

一
九
九
四
年
、
当
時
十
二
歳
だ
っ
た
私
は
、
水
曜
劇
場

『
お
金
が
な
い
！
』
を
、
保
内
の
寺
で
楽
し
み
に
し
て
い

た
。
当
時
人
気
絶
頂
で
あ
っ
た
織
田
裕
二
主
演
で
、
小
さ

な
町
工
場
で
働
く
主
人
公
が
、
親
の
借
金
を
返
す
た
め
に
、

幼
い
二
人
の
弟
の
親
代
わ
り
を
し
な
が
ら
真
面
目
に
は

た
ら
き
、
ひ
ど
い
貧
乏
に
め
げ
ず
に
、
幼
馴
染
の
財
前
直

見
と
い
い
関
係
に
な
り
な
が
ら
、
さ
さ
や
か
な
幸
せ
の
中

に
大
き
な
幸
せ
を
見
つ
け
て
生
き
て
い
く
明
る
い
話
で

あ
る
。
よ
く
あ
る
話
で
あ
る
が
、
後
半
に
な
る
と
主
人
公

は
転
職
を
機
に
大
成
功
し
、
組
織
の
利
益
の
た
め
に
人
の

気
持
ち
を
平
気
で
踏
み
に
じ
り
、
そ
れ
が
正
義
な
の
だ

（
そ
れ
が
社
会
と
い
う
も
の
だ
）
と
い
う
嫌
な
人
間
に
な

る
の
だ
が
、
最
後
は
人
間
の
心
を
取
り
戻
し
、
幸
せ
な
結

末
と
な
り
、
中
学
一
年
生
の
私
を
満
足
さ
せ
る
に
は
十
分

な
内
容
で
あ
っ
た
。
一
方
、
二
〇
一
九
年
、
三
十
六
歳
に

な
っ
た
私
は
、
三
条
の
別
院
で
「
し
か
し
組
織
の
利
益
を

個
人
の
幸
せ
よ
り
も
優
先
す
る
こ
と
が
わ
か
る
」
と
言
い
、
、

た
が
る

、
、
、
人
間
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
本
山
の
労
務
問
題
を

扱
っ
た
『
悲
し
み
を
聞
く
人
』 (

サ
ン
ガ
伝
道
叢
書)

に

共
感
し
つ
つ
、
反
対
に
、
本
山
と
は
違
っ
て
少
人
数
の
組

織
で
あ
る
三
条
別
院
で
、
さ
っ
き
ま
で
シ
フ
ト
表
を
作
製

し
て
い
た
私
自
身
を
糾
弾
す
る
声
に
も
聞
こ
え
る
。「
幸

せ
と
は
こ
う
い
う
も
の
だ
」
と
十
二
歳
の
私
は
純
粋
な
目

で
訴
え
、
三
十
六
歳
の
私
は
「
組
織
と
は
こ
う
い
う
も
の

だ
」
と
大
人
ぶ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
も
「
こ
う

い
う
も
の
」
と
い
う
檻
の
中
で
、
あ
っ
ち
へ
い
っ
た
り
こ

っ
ち
へ
い
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
つ
つ
あ
る
、

二
月
に
三
十
七
歳
に
な
る
で
あ
ろ
う
私
は
、
一
体
ど
ん
な

こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。 
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きくというは 

信心
しんじん

をあらわす 

御
み

のりなり 
『一念

いちねん

多念
た ね ん

文意
も ん い

』親鸞
し ん ら ん

聖人
しょうにん

 

To hear the Primal Vow indicates the heart 
that entrusts to Amida. 

Notes on Once-Calling and Many-Calling, Shinran Shōnin  

 

台風・豪雨・地震により被災された皆様に

お見舞い申し上げます 
教区内有縁の皆様にご協力をお願いしております北海

道胆振東部地震救援金につきまして、1 月 30 日現在、

1,008,928 円をお届けいただきました。引き続きご支援をお

願いいたします。  
災害支援実行委員会の活動にご協力ください 

主に春と夏の保養事業を活動内容としております災害支

援実行委員会の活動資金収入であります災害救援・復興

カンパ金につきまして、2018 年度においてご協力いただい

た金額は 67,738 円となりました。御礼を申し上げ、今後とも

皆様のご理解ご協力をお願い申し上げます。 

宗派による救援金口座について下記のとおりお知らせし

ます。教区同様ご協力の程、お願い申し上げます。  
東日本大震災救援金口座 

【郵便振替口座番号】 01030-4-2244 

【加入者名】 真宗大谷派宗務所財務部（救援金） 

【通 信 欄】 「東日本大震災救援金」と明記ください。  
熊本地震救援金口座 

【郵便振替口座番号】 01980-4-6677 

【加入者名】 真宗大谷派熊本教務所 

【通 信 欄】 「熊本地震救援金」と明記ください。  
平成 30（2018）年北海道胆振東部地震救援金口座 

【郵便振替口座番号】 01010-0-2608 

【加入者名】 真宗大谷派宗務所財務部 

【通 信 欄】 「北海道 地震」と明記ください。 

  

 

 教学研究会                      案内同封 

◆日 時 2019 年 3 月 5 日（火）～6 日（水） 

◆場 所 三条別院 

◆講 師 藤場俊基氏（金沢教区常讃寺） 

◆内 容 『教行信証』化身土巻 

◆参加費 500 円（同朋会館に宿泊される場合は別途500 円） 

◆対 象 どなたでも（申込不要） 

◆受講証 第 2 種発行（教師陞補に 1 枚必要なもの） 

◆問合せ 三条教務所（担当：西山） 

 児童指導者研修会         案内/申込用紙 同封 

◆期 間 2019 年 3 月 7 日（木）～8 日（金） 

◆場 所 三条別院（宿泊は越前屋ﾎﾃﾙ） 

◆講 師 松田亜世氏（企画調整局参事/寺院活性化支

援室主任-青少幼年教化担当） 

◆参加費 5,000 円（宿泊・食事代を含む） 

 500 円（宿泊・食事代を含まない場合） 

◆申込み 三条教務所へ 2 月 25 日（月）まで 

◆問合せ 三条教務所（担当：天兒） 

 「差別と真宗」共学研修会               案内同封 

◆日 時 2019 年 3 月 12 日（火） 14：00～16:30 

◆会 場 三条別院 

◆講 師 藤野 豊氏(敬和学園大学教授) 

◆テーマ ﾊﾝｾﾝ病問題の今後の課題～家族訴訟について 

◆参加費 500 円 

◆対 象 どなたでも（申込不要） 

◆問合せ 三条教務所（担当：結城） 

 第 24 回全戦争犠牲者追弔法会       案内同封 

◆日 時 2019 年 3 月 20 日（水） 

 法要： 13 時～、法話： 14 時～16 時 15 分 

◆場 所 三条別院 

◆講 師 矢野 宏氏（新聞うずみ火代表） 

◆参加費 無料 

◆対 象 どなたでも（申込不要） 

◆問合せ 三条教務所（担当：髙田） 

 声明基本講習会         案内/申込用紙 同封 

◆日 時 2019 年 3 月 25 日（月） 9：30～16：00 

◆場 所 三条別院 

◆講 師 部門スタッフ 

◆対 象 どなたでも 

◆参加費 500 円 

◆申込み 三条教務所へ 2 月 28 日（木）まで 

◆問合せ 三条教務所（担当：天兒） 

 教区女性研修会                     案内同封 

◆日 時 2019 年 3 月 26 日（火） 9：30～ 

◆場 所 三条別院 
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◆講 師 三明智彰 氏（九州大谷短期大学長） 

◆対 象 どなたでも 

◆参加費 1,500 円（昼食代を含む） 

◆申込先 お手次のご寺院もしくは三条教務所へ 3 月 19

日（火）まで 

◆問合せ 三条教務所（担当：宇佐美） 

 寺院会計研修会                  案内既送 

◆日 時 ①4/19 ②4/26 ③5/10 ④5/17 ⑤5/24 
いずれも金曜日 19:00～21:00 

◆内 容 寺院(宗教法人)会計の基礎的な事柄を、簿記

計算の実習を通じて学ぶ研修会 

◆会 場 三条別院 

◆参加費 500 円/各回 

◆対 象 どなたでも 

◆申込み 申込用紙に必要事項を記入くださり教務所へお

申込みください。または必要事項［氏名・所属

寺・電話番号・参加希望回第 1 回～第 5 回・質

問事項］を教務所へ郵送/Fax/Email ください。 

◆問合せ 三条教務所（担当：西山） 

 新任者研修会   大谷保育協会加盟園に後日案内 

◆日 時 2019 年 4 月 20 日（土） 13：00～16：00 (予定) 

◆場 所 三条別院 

◆講 師 大瀧定賢氏 (第 12 組專正寺) 

 白鳥道子氏 (第 15 組本龍寺) 

◆問合せ 三条教務所（担当：髙田） 

 新任教師研修会                  案内後送 

◆日 時 2019 年 5 月 9 日（木）～10 日（金） 

◆会 場 三条別院 

◆講 師 狐野秀存氏（大谷専修学院長） 

◆テーマ 真宗大谷派教師の心がけ―5 つの問題― 

◆参加費 4,000 円（宿泊・食事代含む） 

◆対 象 大谷派教師資格取得後 5 年以内の方、または

寺院に戻って 5 年以内の方、その他、受講を希

望される大谷派教師の方 

◆問合せ 三条教務所（担当：髙田） 

 真宗教団連合新潟県支部 公開講演会   案内同封 

◆日 時 2019 年 3 月 12 日（火） 14:00～16:30 

◆会 場 ｾﾚﾓﾆｰﾎｰﾙ飛燕 

 新潟県燕市杣木 3215 ℡ 0256-66-5151 

◆講 師 吉田 譲氏（真宗佛光寺派宗務部部長。光明寺） 

◆テーマ 「おかげさまの どまんなか～生活の中での味わい」 

 京都本山での御朱印の要望に対して「法語印」を

考案。「法語印」を通しての出遇い、ご苦労など。 

◆参加費 無料 

◆対 象 どなたでも 

◆申込み 三条教務所まで「お名前」「所属寺（ある方）」を

お知らせください。同封のﾁﾗｼ/申込書もご利用

いただけます。 

◆問合せ 三条教務所（担当：結城） 

◆備 考 当初の講師（沙加戸弘 大谷大学名誉教授）か

ら変更になりました。 

 真宗教団連合新潟県支部・新潟親鸞学会 

 特別講座                             案内同封 

◆日 時 2019 年 3 月 14 日（木） 14:00～16:30 

◆会 場 真宗大谷派 勝楽寺 

 新潟市中央区西堀通 8 番町 1588 

 ℡ 025-222-3303 

 駐車場はありません。公共交通機関または周辺

の有料駐車場をご利用ください。 

◆講 師 坂井祐円氏（真宗大谷派高田教区浄厳寺） 

◆テーマ 「お坊さんでｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ」の通信簿 

 ―宗教と教育のあいだで― 

◆参加費 無料（定員 100 人） 

 17:30 からｲﾀﾘｱ軒にて講師を囲んで懇親会（会

費\6,000-当日徴収） 

◆対 象 真宗教団連合新潟県支部会員 

 新潟親鸞学会会員 

◆申込み 2 月末日までに新潟親鸞学会事務局（FAX 

025-222-2830）へ同封のﾁﾗｼ/申込書に「お名

前」「特別講座/懇親会の参加種別」「お電話番

号」を記入の上ファックスください。 

◆問合せ 三条教務所（担当：結城）  
 秋安居報告 

2018 年 12 月 11 日～12 日開催 本講 参加者 44 人 
 

秋安居第 1 日目報告 米山裕子（第 15 組淨福寺） 

本年の三条教区秋安居では、木村宣彰師を講師としてお迎

えし、道綽禅師の『安楽集』について学ぶ機会をいただいた。 

 
木村宣彰氏（真宗大谷派嗣講、大谷大学名誉教授） 

先生は、「講本に書いてないことを中心にお話しします。」と

前置きされて、道綽禅師のご生涯と求道を中心に講義された。 

先生は、「道綽禅師は 562 年中国北斉に生まれ、14 才で

出家しているが、最初から浄土教に帰依されていたわけで

はなく、浄土教に出会われたのは 48 才である。それまでは

涅槃の学生として涅槃経を 24 回も講経していた。しかし道

綽はいかにして浄土教へ廻心したのか。道綽の廻心につ

いては、求道の歴程と『安楽集』とを併せて考慮しなくては

ならない。」と話された。 

また、「道綽の涅槃学の師は不明であるが、時の廃仏を経

験して仏滅後の仏教の在り方を真剣に考えるようになったの

であろう。道綽の伝記には『遺こうを宗師とす』とある。慧瓉の

指導で聖道の修行に励んだが、『聖道は一人も証し難し。煩

悩は断じ難し』と、聖道を修めることの困難は末法の『時』と

衆生の『機』と所修の『教』とに起因す。と、『時』と『機』との相

応を度重なる天災や亡国、廃仏などのなかにありながらも、

なお衰退する仏教に対して復仏を願い『すべての衆生の救

いは阿弥陀仏の本願にあり』との曇鸞の碑文に出逢われ、

浄土門を明らかにされた。道綽は末法のときこそ仏教の復

興を願い浄土教に廻心されたのであるが、時の仏教は聖道

であったのに対して、特に碑文の出逢いでの浄土教への廻

心というのは『決』という字でもわかるように画期的であったと
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し、道綽なくして浄土教はありえない。」と強調された。 

そして先生は、道綽の浄土教の功績を「1.安楽集の撰述」

「2.聖浄二門の決判」「3.唯有浄土一門可通入路」と明らか

にされた。 

さらに先生は、「安楽集において無仏の時・末法の時代

における仏教の実効性をあきらかにしようとしている。また、

安楽集で、曇鸞が五濁の世・無仏のときには『信仏の因縁』

をもって往生すると説き、その教法をあきらかにしようとした

ものである。」と、ご講義の大半を「時機相応の仏教」につい

てご講義いただいた。  
秋安居第 2 日目報告 戸次顕彰（第 10 組超願寺） 

三条教区秋安居では、七高僧として、かつ中国の仏教

者としての道綽を語る上で、時代的・思想的背景に留意し

ながら道綽を学ぶ大切さを教えていただいた。 

 
講義の模様 三条別院旧御堂 

特に 2 日目は、道綽が浄土の教えに帰入する前に学ん

でいたとされる『涅槃経』の思想課題、すなわち「如来常住」

と「悉有仏性」との関わりから講義は始まった。両者は本経

の二大テーマとしてよく知られるが、この二つにいかなる関

連があるかという点については不明瞭なことが多い。しかし

実際には二つのことを言いながら、一つのことをこの経典は

我々に教えてくれている（二而一、一而二）ということであっ

た。如来や法身の常住を説くことは時間的な課題を有して

おり、それは阿弥陀仏を「無量寿」と称することと関係する。

一方「悉有仏性」は空間を問題としている点において、阿弥

陀仏の「尽十方」と深くつながっている。 

当時の中国では『観音授記経』の教説によって阿弥陀仏

は寿命のある有限な応身とする議論が主流だったことに対

して、道綽は阿弥陀仏を報身であるとした。その背景には

浄土の時間と空間の問題を考えた道綽の課題があったの

である。さらにこの点に宗祖・親鸞の着眼がある点に講師は

注意を喚起していた。七高僧に道綽がいる意義は、その時

代の思想的文脈の中で絶妙な立ち位置があったからであ

る。しばしば浄土教の系譜が語られる文脈では、廬山の慧

遠から善導へという系譜が示されることがあるが、宗祖が曇

鸞、そして道綽を入れた想いに我々は多くを学ぶことがで

きるという視座をいただいた。 

講師は両日ともに北周の廃仏のお話をされていた。曇鸞

没から道綽が生まれるまでの約 20 年の間に、大規模な廃

仏があったことを考えると、両者の間で浄土の教えが継承さ

れたことは誠に奇跡的なことであったともいえる。このたび

の安居は、こうして教えが伝承されていくことの意義を考え

させられた貴重な機会であった。 

 教化センター報告 

昨年の 10 月 25 日から第 12 期教化センターの活動が始

まりました。 

今期より木村邦和主幹（第 13 組專行寺）、齊藤研（第 15 組

正樂寺）、富樫大樹（第17 組妙音寺）両副主幹の体制で運営

し、主に第 2,3,4 木曜日に行う定例の学習会では、『涅槃経』

（木村主幹）、『観経疏』（齊藤副主幹）、『歎異抄』（富樫副主

幹）をテキストに、各組から推薦された研修生13 人と、科目聴

講生 10 人、研究員 6 人が在籍し学びを深めています。 

今後は、伝道教化のあり方や法話の基本なども併せて

学びつつ、公開講座の開催や関東御旧跡フィールドワーク

といった活動を行い、機関紙『ダルマアピール』によりその

成果を教区に還元すべく努めて参ります。 

 
真剣に学習会にのぞむ研修生 三条別院旧御堂にて 

 
みなさま、ごめんください。三条教区駐在教導 西山です。 

2018 年 9 月 27 日(木)は、第 10 組行通寺様の「報恩講引

上会」に寄せていただきました。 

住職の佐々木惠一郎氏は、第 10 組の同朋の会教導を勤め

ておられ、三条教区教化委員会にもお力添えをいただいてお

り、この度はこのようなご縁で寄せていただいたことです。 

 
度重なる地震の後 2017 年 3 月に改修工事が完了した御本堂や参道 

本堂に入るとまず目についたのが教区教化委員会発行

の報恩講ポスター。行通寺報恩講の案内を追記して掲示し

てくださっておられました。 

行通寺様報恩講の次第は、今泉温資氏のご法話、お勤め

（正信偈真四句目下・念讃五淘・回向）、御俗姓拝読、会場を

移してのお斎、という次第です。受付では次第をまとめたプリ

ントが配布され、また正信偈真四句目下や念仏和讃五淘が

駐 在 の 報 恩 講 さ ん ぽ 
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著された法蔵館発行の報恩講勤行集が自由に手に取れるよ

う置かれており、同朋唱和の願いを形にされていました。 

  

本堂内に掲示される「報恩講（告知用）ポスター」（写真左） 

報恩講に際して丁寧に説明・挨拶をされる佐々木住職（写真右） 

開会前には佐々木住職より挨拶があり、本日の次第の説

明やお斎やトイレなどのご案内に合わせて、教区教化委員

会の取り組みである報恩講ポスターや教化委員会の「報恩

講活性化」の願いなどもお話しくださいました。 

さて、この度の今泉温資氏（往生人舎主宰。新潟市亀田）

のご法話では、「『報恩講』に参拝させていただくことから、私

どもの日々の生活が『忘恩』になっていることを改めて教わる

ことです。」とお話し下さいました。個人的な感想で恐縮です

が、このお話をお聞きして、一旦はメモ帳に「忘恩の日々で

あることを教わるのが報恩講」と記しました。しかし、ふと思い

直し「報恩講を勤めて、忘恩の日々であることを教わる」と書

き直しました。まず、丁寧にお勤めをすることから「教わる」と

いう出来事も起こるのであって、決して教わることを目的とし

たお勤めではないなと感じたからです。自分の頭や耳によっ

て、ご講師のお話はいかようにも解釈されてしまいます。今

回は自分で勝手に気づいたことでしたが、本来はみんなで、

お互いにどう聞いたかを語り合うことが肝要なのでしょう。蓮

如上人の「寄合・談合せよ」「信心の沙汰をせよ」とのお導き

の大切さを、また感じさせていただいたことでした。 

  

法話講師の今泉温資氏。黒板には「忘恩」の文字（写真左） 

10 人を超える法要出仕の模様（写真右） 

またほかにも、「仏法を学ぶということは、空しくない人生

を教わるということです。」とお教えいただきました。さらに、

この報恩講の場にいさせていただく有難さに触れられ、「報

恩講を通じて、空しくない人生を賜ってきた歴史が、真宗門

徒の歴史であります。」との確かめをいただきました。 

お勤めには組内外の御縁のあるお寺さまから 10 人を超

えるご出仕があり、内陣を荘厳されておられました。またご

門徒さんからも正信偈真四句目下のお勤めの声が聞こえ

てきて、堂内に報恩講の勤行の声が響いたことでした。 

お勤めの後、お斎を待つ休憩の間にご門徒さんと少しお

話しする時間がありました。畠中光亨氏の絵をお借りした三

条教区「報恩講」イメージポスターに感心しておられ、「優しい、

何かを訴えかける絵で『報恩講』がお知らせされていますね。

押し付けで無く、報恩講をお知らせされているところが大変

素晴らしいです。」という、大変うれしい感想を話してください

ました。この「報恩講」ポスターが三条教区内の様々な場所で

掲示されて、「ああ、ここも報恩講か。」と、真宗門徒の交わり

が緩やかに深まっていかれることを願っております。 

お斎は、本堂横が「行通寺門徒会館」となっており、そち

らでいただきました。私の席もご用意くださり、席を共にした

ご門徒さんと一緒によばれました。30 年以上毎年参拝され

ているご門徒さんもおられ、思い出話なども聞かせていた

だき、楽しい時間を頂戴しました。お斎も大変美味しゅうご

ざいました。ありがとうございました。 

 
お寺の歴史と皆さんの歩みを写した写真（中：本堂改修の過程。下：皆

さんの集合写真。右「報恩講イメージポスター」 

なお、行通寺様ではご門徒のお斎スタッフが編成されて

います。数年前に世代交代が行われたそうですが、一人ひ

とり丁寧に協力を願われたことから、非常にうまく交代でき

たそうです。調理場にもお邪魔させていただきましたが、皆

さん和気あいあいと楽しそうに調理されておられました。 

 
坊守さん（写真左から 2 番目）とお斎スタッフの皆さん 

さらには僧侶溜りにも少しお邪魔しました。こちらも和気

あいあいとお食事中でした。あるお寺さまから「この風景こ

そ紹介するべきですよ。」と、冗談半分にお勧めをいただき

ましたので、写真を掲載いたします（左下）。「本当に載せる

とは思わなかった！」と怒られそうですが(笑)。 



三条教区教化研修テーマ ／ 「共にといえる 人生を生きよう」                                    

 

⑤

  

 “僧侶溜り” 「行通寺門徒会館」入口 

右上の写真は本堂脇の「門徒会館」入口です。本堂とは

廊下でつながっており、中から移動したときにはお庫裡だと

思っていたのですが、外から伺うと、きちんと会館として入

口が設けられていました。 

最後の写真は行通寺さま

の参道からの一枚。報恩講

の案内版が大通りに面して 2

枚掲示されていました。道の

様子から、市町村合併など

の影響で、本通りから離れて

いかれた様子が感じられま

した。私の自坊「西勝寺」は、

20 年くらい前に主要道路が

完全に寺の裏側に敷かれ、なんだか背中を向けているよう

な印象のお寺になりました。地域の暮らしと共にあるお寺と

いう感じがして、なんとなく親近感を覚えたことでした。 

■ 今月の駐在教導のつぶやきはお休みさせていただきます。  

 

◎法務お手伝いの募集について 

新潟市中心部の御寺院で法務手伝いのできる方を探し

ています。 ご希望の方は教務所（℡ 0256-33-2805 担当 

結城）までご連絡ください。 

◎教区行事予定表 2019 年 

2/5（火） 13:00 

 

 14:30 

首都圏在住新潟県出身ご門徒お彼岸

のつどい 於 真宗会館（東京練馬） 

青少年 3 部門全体会議 

2/6（水） 14:00 夏の集い執行部会議 

2/12（火） 10:30 

 13:30 

女性研修会部門学習会 

女性研修会部門会議 

2/14（木） 14:00 教化ｾﾝﾀｰ 

2/16（土） 14:00 真宗学院入学試験 

2/18（月） 9:30 推進員連絡協議会役員会 

2/19（火） 14:00 

 16:00 

 

「差別と真宗」共学研修会部門会議 

「靖国問題」研修会部門会議 

真宗学院入学試験合格発表 

2/20（水） 14:00 連絡協議部会 

2/21（木） 14:00 教化ｾﾝﾀｰ 

2/22（金） 15:00 保育研究部会 

2/25（月） 14:00 御坊市執行部会議 

2/28（木） 14:00 教化ｾﾝﾀｰ 

3/1（金） 15:00 声明講習会部門会議 

3/2（土） 14:00 真宗学院特別講義 3 

3/5（火）  ～6 日（水） 教学研究会 

3/7（木） 14:00 

 

～8 日（金）12:00 児童指導者研修会 

教化ｾﾝﾀｰ 

3/8（金） 14:00 ～9 日（土）12:00 企画委員会宿泊会議 

3/9（土） 14:00 元気なお寺づくり講座① 

3/11（月） 14:46 勿忘の鐘 

3/12（火） 14:00 

 

「差別と真宗」共学研修会 

真宗学院入学願書提出締切 

3/13（水） 14:00 災害支援実行委員会 

3/14（木） 14:00 教化ｾﾝﾀｰ 

3/16（土） 第 15 組門徒会研修会 

3/18（月） 14:00 

 

～19 日（火）12:00 同朋の会教導連絡

協議会総会 

3/20（水） 13:00 全戦争犠牲者追弔法会 

3/22（金） 16:00 化身土巻輪読会 

3/25（月） 9:30 声明基本講習会 

3/26（火） 14:00 

 

教区及び組の改編地方協議会（高田） 

教区女性研修会 

3/27（水） 14:00 企画委員会 

3/28（木） 13:00 

 14:00 

第 22 組同朋の会推進講座別院参拝 

教化ｾﾝﾀｰ 

3/30（土） 14:00 

 15:30 

元気なお寺づくり講座② 

真宗学院卒業式 

4/1（月）  ～3 日（水）春の保養事業 

4/2（火） ～3 日（水）別院子ども奉仕団 

4/5（金） 16:00 教行信証輪読会 

4/6（土） 14:00 真宗学院入学式 

4/11（木） 14:00 教化ｾﾝﾀｰ 

4/13（土） 14:00 真宗学院 

4/18（木） 14:00 教化ｾﾝﾀｰ 

4/19（金） 19:00 寺院会計研修会 

4/20（土） 13:00 

 14:00 

 

保育新任者研修会 

元気なお寺づくり講座③ 

真宗学院 

4/22（月）  春季声明講習会 

4/23（火） 9:00 

 15:00 

三条声明会 

研修部会 

4/24（水） 14:00 企画委員会 

4/25（木） 14:00 教化ｾﾝﾀｰ 

4/26（金） 16:00 

 19:00 

化身土巻輪読会 

寺院会計研修会② 

行事日程（会場）重複防止の便宜上、教区・別院主催以外の行

事が一部含まれます。また、日程は変更される場合があります。  

 

「紀要」の発行について 

『新潟親鸞学会紀要 第 13 集』（税別 1,300 円 

ISBN: 978-4-86132-685-1）。書店をはじめ教務

所にて頒布しています。是非お求めください。 
 
新潟親鸞学会事務局  担当 富沢慶栄 超願寺内 
〒951-8061 新潟市中央区西堀通二番町 783 
Tel 025-222-2820 Fax 025-222-2830 Mail ｃｈｏｇａｎｊｉ＠ｎｉｆｔｙ.ｃｏｍ 

教 務 所 か ら の お 知 ら せ 

新潟親鸞学会からのお知らせ 


